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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第34期

第２四半期累計期間
第35期

第２四半期累計期間
第34期

会計期間　
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高                 (千円)　 4,006,826 3,421,419 8,189,110

経常利益又は経常損失（△） (千円) 22,588 △39,973 6,257

四半期（当期）純損失（△） (千円) △24,998 △58,985 △124,036

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円)　 388,153 388,153 388,153

発行済株式総数 (株)　 8,916 8,916 8,916

純資産額 (千円)　 444,678 285,072 354,464

総資産額 (千円)　 6,651,562 6,406,753 6,529,740

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
 (円) △2,803.78 △6,615.74 △13,911.72

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
 (円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％)　 6.7 4.4 5.4

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 152,300 145,778 380,006

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △216,538 △193,907 △505,920

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △41,901 24,066 △36,983

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
(千円)　 203,016 122,194 146,257

　

回次
第34期

第２四半期会計期間
第35期

第２四半期会計期間

会計期間　
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
(円) △5,239.03 1,509.87

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第34期第２四半期累計期間は希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため、第34期は１株当たり当期純損失金額であり、また、平成23年９月30日を

もって権利行使期間が終了したことに伴い、ストックオプションが消滅し、潜在株式が存在しなくなったた

め、第35期第２四半期累計期間は潜在株式が存在しないため、それぞれ記載しておりません。

　　　　４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。　

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　　 　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、昨年３月の東日本大震災からの復興需要等により穏やかな回復傾

向にあったものの、円高や株価の低迷、欧州債務危機によ世界経済の更なる減速や電力供給不足による事業活動へ

の影響等、先行き不透明な状況で推移しております。

当社が属する外食産業及び小売業におきましては、消費者の節約志向は依然として強く、引続き厳しい経営環境

が続いております。

このような経済状況のもと、当社は不採算店舗の閉店を進めるとともに、開業費及び販売管理費等の経費を抑え

たオリジナルブランド事業を中心とした出店を推進してまいりました。

店舗展開につきましては、４店舗の閉店、２店舗の業態変更、５店舗の新規出店、１店舗を営業譲受により出店い

たしました。これにより、当第２四半期会計期間末現在の当社の展開業態は前年同四半期末から１業態増の24業態

となり、稼働店舗数は前年同四半期末に比べ１店舗減の106店舗となりました。また、当社がフランチャイザーとし

て事業展開しております「ＢＯＯＫ・ＮＥＴ・ＯＮＥ」加盟店を１店舗新規出店したことにより、加盟店舗数が23

店舗となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、フランチャイジー事業の主力業態における販売促進施策の見込み

違い等により、売上高3,421百万円(前年同四半期比14.6％減）となり、売上原価及び販売管理費等のコスト削減に

努めたものの、売上の減少幅が大きく、営業利益３百万円（同92.5％減）、経常損失39百万円（前年同四半期、経常

利益22百万円）となりました。また、特別損失に店舗閉鎖損失25百万円等を計上したことにより、四半期純損失58百

万円（前年同四半期、四半期純損失24百万円）となりました。

  また、当第２四半期会計期間末における総資産は前事業年度末の6,529百万円に比べ122百万円減少し、6,406百万

円となり、純資産は前事業年度末と比較して69百万円減少し、285百万円となりました。これは主に繰越利益剰余金

が58百万円減少したためであります。 

セグメント別の情報は、次のとおりであります。　

①　飲食部門

当第２四半期累計期間における飲食部門におきましては、フランチャイジー事業は本部主導の販売促進活動及

び新商品の投入を、オリジナルブランド事業は季節商品の投入を定期的に行ってまいりました。また、販売促進活

動としましては、スマートフォン向けアプリケーション「フジｃｕｐｏ」を導入し、当社が展開する業態を網羅

した電子クーポンの配信による販売促進活動を開始いたしました。

飲食事業の店舗展開におきましては、５店舗を新規出店、フランチャイジー事業１店舗をオリジナルブランド

へ業態変更、フランチャイジー事業３店舗を閉店した結果、当第２四半期会計期間末の店舗数は80店舗となりま

した。当第２四半期累計期間の売上高は2,361百万円（前年同四半期比0.6％減）、新規出店に伴う販売管理費等

の増加に伴い、セグメント損失８百万円（前年同四半期、セグメント利益21百万円）となりました。

②　物販部門

当第２四半期累計期間における物販部門におきましては、フランチャイジー事業は本部主導の販売促進活動等

を、オリジナルブランド事業はインターネットでの通信販売を強化し、店舗営業以外の売上獲得を推進してまい

りました。

また、物販事業の店舗展開におきましては、１店舗を営業譲受により出店、将来性が不透明なフランチャイジー

事業２店舗をオリジナルブランドへ業態変更した結果、当第２四半期会計期間末の店舗数は26店舗となりまし

た。この結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,060百万円（前年同四半期比35.0％減）、セグメント利益11百

万円（同45.2％減）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ24百万円

減少し、122百万円となっております。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、145百万円となりました。これは前年同四半期と比べ６百万円減少しておりま

す。

　これは主に、税引前四半期純損失53百万円（前年同四半期、四半期純損失19百万円）であるものの、非資金項目

である減価償却費166百万円（前年同四半期231百万円）等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、193百万円となりました。これは前年同四半期と比べ22百万円支出減となって

おります。

これは主に、定期預金の預入れによる支出308百万円（同62百万円）、有形固定資産の取得による支出136百万

円（同178百万円）等があるものの、定期預金の払戻による収入280百万円（同－百万円）等によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、24百万円となりました。これは前年同四半期と比べ65百万円増加いたしまし

た。

これは主に、長期借入金の返済による支出941百万円（前年同四半期860百万円）があるものの、長期借入によ

る収入750百万円（同885百万円）、社債の発行による収入296百万円（同98百万円）等によるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,620

計 34,620

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,916 8,916

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 8,916 8,916 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日　
－ 8,916 － 388,153 － 47,702

　

（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

藤田　博章 北海道苫小牧市 1,687 18.92

フジタコーポレーション従業員

持株会
北海道苫小牧市若草町５丁目３番５号 585 6.56

藤田　健次郎 北海道苫小牧市 439 4.92

藤田　竜太郎 北海道苫小牧市 436 4.89

福室　太朗 東京都新宿区 375 4.21

土井　智也 川崎市高津区 249 2.79

㈱エメラルドコーポレーション 東京都港区六本木４丁目５番８号 236 2.65

極東証券㈱ 東京都中央区日本橋茅場町１丁目４番７号 225 2.52

苫小牧信用金庫 北海道苫小牧市表町３丁目１番６号 225 2.52

㈱ラックランド 東京都新宿区西新宿３丁目18番20号 225 2.52

計 － 4,682 52.51
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　8,916 8,916

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 8,916 － －

総株主の議決権 － 8,916 －

　

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　役員の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 － 常務取締役
メディア部門管

掌
黒田　孝広 平成24年９月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年７月１日から平成24年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、清明監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　 0.3％　

売上高基準　 2.5％　

利益基準　 △1.2％　

利益剰余金基準　 △0.7％　

EDINET提出書類

株式会社フジタコーポレーション(E03456)

四半期報告書

 7/16



１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,138,997 1,142,613

売掛金 304,070 322,594

商品及び製品 638,101 579,569

原材料及び貯蔵品 45,581 47,923

その他 173,555 191,988

流動資産合計 2,300,306 2,284,689

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,716,706 1,723,409

工具、器具及び備品（純額） 427,412 348,439

土地 573,649 573,649

その他（純額） 80,785 83,024

有形固定資産合計 2,798,553 2,728,522

無形固定資産 151,426 153,031

投資その他の資産

投資有価証券 265,165 249,311

長期前払費用 73,435 70,128

敷金及び保証金 889,969 882,937

その他 72,556 57,179

貸倒引当金 △25,000 △25,000

投資その他の資産合計 1,276,125 1,234,557

固定資産合計 4,226,105 4,116,111

繰延資産 3,328 5,951

資産合計 6,529,740 6,406,753

負債の部

流動負債

買掛金 217,657 185,024

1年内償還予定の社債 70,000 130,000

短期借入金 371,834 340,000

1年内返済予定の長期借入金 1,514,516 1,506,169

未払法人税等 16,016 10,482

その他 413,370 381,165

流動負債合計 2,603,395 2,552,841

固定負債

社債 270,000 475,000

長期借入金 3,051,762 2,868,712

資産除去債務 1,828 1,846

その他 248,289 223,280

固定負債合計 3,571,880 3,568,838

負債合計 6,175,275 6,121,680
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 388,153 388,153

資本剰余金 47,702 47,702

利益剰余金 △99,091 △158,077

株主資本合計 336,764 277,778

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17,700 7,294

評価・換算差額等合計 17,700 7,294

純資産合計 354,464 285,072

負債純資産合計 6,529,740 6,406,753
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 4,006,826 3,421,419

売上原価 1,658,933 1,293,005

売上総利益 2,347,892 2,128,414

販売費及び一般管理費 ※
 2,304,808

※
 2,125,177

営業利益 43,083 3,236

営業外収益

受取利息 1,355 537

受取配当金 3,194 3,899

不動産賃貸料 53,895 80,056

受取保険金 12,464 －

その他 15,306 2,628

営業外収益合計 86,217 87,122

営業外費用

支払利息 65,566 59,866

不動産賃貸原価 35,877 62,626

その他 5,268 7,839

営業外費用合計 106,713 130,333

経常利益又は経常損失（△） 22,588 △39,973

特別利益

固定資産受贈益 － 12,120

特別利益合計 － 12,120

特別損失

固定資産除却損 9 62

固定資産売却損 2,470 －

店舗閉鎖損失 35,856 25,687

災害による損失 4,023 －

特別損失合計 42,361 25,750

税引前四半期純損失（△） △19,773 △53,604

法人税、住民税及び事業税 5,225 5,381

法人税等合計 5,225 5,381

四半期純損失（△） △24,998 △58,985
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △19,773 △53,604

減価償却費 231,646 166,775

災害損失 4,023 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,676 －

受取利息及び受取配当金 △4,550 △4,437

支払利息 65,566 59,866

社債発行費償却 308 403

固定資産受贈益 － △12,120

有形固定資産除売却損益（△は益） 40,735 25,750

売上債権の増減額（△は増加） △133,103 △18,523

たな卸資産の増減額（△は増加） 17,366 129,213

その他の流動資産の増減額（△は増加） △6,302 △2,424

仕入債務の増減額（△は減少） △46,874 △30,756

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,465 1,884

その他の流動負債の増減額（△は減少） 81,497 △35,793

預り保証金の増減額（△は減少） △4,055 △17,527

小計 227,695 208,707

利息及び配当金の受取額 4,550 4,437

利息の支払額 △69,783 △57,116

法人税等の支払額 △10,161 △10,249

営業活動によるキャッシュ・フロー 152,300 145,778

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △62,004 △308,040

定期預金の払戻による収入 － 280,362

投資有価証券の取得による支出 △1,318 △1,297

有形固定資産の取得による支出 △178,656 △136,191

有形固定資産の売却による収入 800 2,704

無形固定資産の取得による支出 － △4,153

短期貸付金の増減額（△は増加） △3,769 2,028

長期貸付金の回収による収入 16,156 4,439

敷金及び保証金の回収による収入 23,836 13,525

その他 △11,582 △47,285

投資活動によるキャッシュ・フロー △216,538 △193,907

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △108,000 △31,834

長期借入れによる収入 885,000 750,000

長期借入金の返済による支出 △860,249 △941,397

社債の発行による収入 98,990 296,973

社債の償還による支出 △50,000 △35,000

リース債務の返済による支出 △3,591 △6,292

配当金の支払額 △4,051 －

その他 － △8,382

財務活動によるキャッシュ・フロー △41,901 24,066

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △106,139 △24,062

現金及び現金同等物の期首残高 309,155 146,257

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 203,016

※
 122,194
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

偶発債務

　従業員について、当社の福利厚生の一環として金融機関からの資金借入に対し、債務保証を行っております。

前事業年度
（平成24年３月31日）

当第２四半期会計期間
（平成24年９月30日）

従業員５名 2,704千円 従業員２名 577千円

（四半期損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

  
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

従業員給料及び手当 861,737千円 810,474千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

  
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 1,020,704千円 1,142,613千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △817,688 △1,020,418

現金及び現金同等物 203,016 122,194

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 4,458 500 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

配当金支払額

該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　 　飲食 　物販 合計　

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高　 　2,374,262　1,632,563　4,006,826

セグメント間の内部売上高又は振替高　 　－ 　－ 　－

　計 2,374,2621,632,5634,006,826

セグメント利益 21,414 21,669 43,083

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　 　飲食 　物販 合計　

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高　 　2,361,022　1,060,396　3,421,419

セグメント間の内部売上高又は振替高　 　－ 　－ 　－

　計 2,361,022　 1,060,396　 3,421,419　

セグメント利益又は損失（△） △8,645　 11,882　 3,236　

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △2,803円78銭 △6,615円74銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △24,998 △58,985

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（千円）
△24,998 △58,985

普通株式の期中平均株式数（株） 8,916 8,916

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額の算定に含めな

かった潜在株式で、前事業年度末から重要な

変動があったものの概要

－

（注）１．前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月13日

株式会社フジタコーポレーション

取締役会　御中

清明監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 北倉　隆一　  印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　貴之　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジタ

コーポレーションの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第35期事業年度の第２四半期会計期間（平成24年７

月１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四

半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジタコーポレーションの平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

　会社の平成24年３月31日をもって終了した前事業年度の第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間に係る四半期財務

諸表は、前任監査人によって四半期レビューが実施されている。前任監査人は、当該四半期財務諸表に対して平成23年11月

14日付けで無限定の結論を表明している。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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